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第1回検討会 オンライン参加者からのコメント等

• 大学の人材育成のカリキュラムに加え、SDGsなど
の大学全体の具体的な取り組み事例が参考になった

• なかなか接点を持てない大学のSDGsやGXについて
の内容が聞けてありがたかった【民間企業】

• 環境人材の育成を全学規模で展開する工夫について、
主に共通教育や課外活動の視点からの取組みを学ぶ
ことができた。必修のオンデマンド講義や認定制度、
ポイント制度などの工夫を通じて、まずは多くの学
生や社会人に環境について考えるきっかけを提供す
ることが教育機関として重要であることを改めて認
識した

• 課題についても共有があり参考になった

• 指導者、受講者の双方に対して、動機付けや評価報
酬制度化は難しいテーマ（北大の例は勉強になった）

• 学生たちと環境をテーマとした学生プロジェクト
（正課外活動）を実施しているので、参考になった

• 北大生として、北大の取り組みを知ることができる
良い機会となった

• 大学全体の環境活動の取組のアナウ
ンスが多かった。少ない発表時間な
ので、個々のプログラム事例やPBL
にしぼりこんだ事例紹介をお願いし
たい

• 多くの関係者が集まった中でおそら
く様々な疑問や課題感があったかと
思うが、それを集約する機能が希薄。
後日集計して配布するなど課題感の
共有と意見交換の機会は重要
【民間企業】

運営上の改善案：

具体的な事例共有の意義（評価）：

令和8年度 大学等における持続可能な地域づくりの担い手育成検討会
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• 環境人材の輩出促進⇒ PBLの観点からの
課題感の棚卸が不十分に感じた。大学で
PBLを行うことが目的ではなく、環境リ
テラシーを持つ人材育成と環境コンピテ
ンシー（実装力）を養うPBLといった役
割分担、またGXの流れでコンピテン
シーを持った人材が活躍できるような仕
事をつくることが重要【民間企業】

• 解決能力を得るには、教育を受ける側が
自ら課題設定し、作業を行う必要がある。
サポートはできるが、能力を与えること
はできない。知識や機会の付与で十分だ
と思う

• 次のステップとして、専門教育だけではなく、
副専攻プログラムのような分野横断の超学際
のPBL学習の設定が重要だと思うが、そこへの
資金や人材の投資が不足している（その点、北
海道大学はサステナビリティ機構に専任教員を置い
ているのが素晴らしい）

• 個々の教員の取組を大学全体の取組に発展さ
せていくにはどのような取組が必要か分かる
とありがたい

• 大学でのサステナビリテイへの取り組みがよ
くわかったが、その取り組みが政治や社会の
SDGsの進展にどう貢献しているかについても
う少し詳しい話を聞きたかった

今後の議論に期待すること：

• 全体のスコープを広げたのは、より広いスコー
プの中での検討につながるので良い

• 録画がアーカイブで見れるとありがたい



• GXなどの「未来技術の社会実装」においては，専門人材以外に異
なる分野の技術を結び付けたり，産学民官連携を図るための「地
域ハブ人材」の育成が急務になると考えられます。

• GX・ネイチャーポジティブ・サーキュラーエコノミーの推進にお
いては，企業・社会の抵抗感が非常に強く，ただでさえ少ない現
役の学生を社会に送り込むだけでは解決に結びつかないと思いま
す。むしろ社会変革の阻害要因になりつつある中堅層から若手管
理職の層を社会観から変えていく必要があり，20-30年前に学んだ
常識を丸ごと入れ替えるような取組が必要になるかと思います。

• 多様な専門領域を有する総合大学はこの部分で有効な機能を果た
すことができますし，リカレントプログラム，さらには「学環」
などの小規模社会人大学院整備において，産学民官金の知識やア
イデアを結集していくべきと考えています。

• 前回会合では学内取組や現役学生への対応が主でしたが，現役学
生は2040年までに半減するという状況を踏まえ，社会人再教育に
よる人材育成重視に舵を切るとともに、大学を核として社会全体
でGX・ネイチャーポジティブ・サーキュラーエコノミー人材育成
に取り組むよう，御尽力を頂ければと考えた次第です。

正本英紀先生からの情報共有
愛媛大学地域協働推進機構
地域専門人材育成・リカレント教育支援センター副センター長・准教授
(2024-2025年度しまなみ未来社会人材育成プラットフォームコーディネーター)
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地域の経営者･管理職に人材育成の
重要性を理解していただくための
セミナー(2025年12月広島県呉市)

今治市長を中心に，スマート社会産
官学民協働まちづくりフォーラムの
アウトリーチ講義に御出講いただい
た皆様(2025年10月愛媛県今治市)

リカレントサミットin札幌における
各大学担当者ワークショップ(2026
年1月北海道札幌市)



• 目的：地域ハブ人材の育成
• 未来社会、特にGXの色合いの強いリカレントプログラム
• 初期のデザインの段階から環境省四国事務所や四国EPOが参画
• 愛媛大学、広島大学、島根大学及び愛媛県･広島県内外の様々な組織が連携･協力
• 出講講師の半数以上が大学外の外部講師

正本英紀先生からの情報共有
愛媛大学地域協働推進機構
地域専門人材育成・リカレント教育
支援センター副センター長・准教授
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しまなみ未来社会人材育成プラットフォーム

(産学民官金の23団体で構成)
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金沢大学
能登里山里海SDGsマイスタープログラム
https://meister.w3.kanazawa-u.ac.jp/meister/ 

生物多様性をベースに，景観や地方創生，
災害復興の概念を取り入れたプログラム

正本英紀先生からの情報共有
愛媛大学地域協働推進機構
地域専門人材育成・リカレント教育
支援センター副センター長・准教授

https://meister.w3.kanazawa-u.ac.jp/meister/
https://meister.w3.kanazawa-u.ac.jp/meister/
https://meister.w3.kanazawa-u.ac.jp/meister/
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